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令和８年度 学校経営計画書 

学校番号 45 学 校 名 静岡県立清流館高等学校 校 長 名 山梨 祥子 

 

＜教育目標＞ 

   《成長する人》‐広い視野のもと、主体的に学び、意欲的に努力する生徒を育む 

   《共生する人》‐自他を敬い、多様な生き方を認める生徒を育む 

   《有為の人》‐高い規範意識を持ち、地域社会に貢献する生徒を育む 

 

１ スクール・ミッション 

志榛地区において、普通科と福祉科を設置する地域に根差した学校として、基礎基本を大事にした

授業、持続可能性や地域の課題に目を向けた探究学習や生徒主体の学校行事を通して、地域に生き、

自他を敬い共に暮らし、地域社会に貢献する人材の育成を目指す。 

 

２ 目指す学校像 

(1) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 
普通科 
(1)確かな学力を育成します。 
(2)身に付けた知識や技能を活用す
る思考力・判断力・表現力を育成し
ます。 
(3)地域に貢献し、地域のリーダー
として活躍できる実行力を育成し
ます。 
(4)地域の課題を探究し、その解決
に向けて取り組む発想力と行動力
を育成します。 
(5)一人一人の人権を尊重し、多様
な他者と協働して活躍できる力を
育成します。 
 
福祉科 
(1)心身の状況に応じた介護を実践
できる生徒を育成します。 
(2)介護現場において、主体的に課
題解決に向けた行動ができる生徒
を育成します。 
(3)持続可能な共生社会を目指す生
徒を育成します。 

普通科 
(1)思考力・判断力・表現力を身に
付けるために、基礎学力を基盤とし
た主体的対話的で深い学びを実現
する授業を実践します。 
(2)他者と協働して取り組む資質・
能力と豊かな人間性の育成を目指
して、地域と連携した学習機会の充
実を図ります。 
(3)将来の進路に関連する基礎的な
知識・技能を習得するために、選択
科目等を体系的に編成し、実践しま
す。 
 
福祉科 
(1)介護技術の基礎・基本を身に付
け、心身の状況に応じた介護の実践
を目指します。 
(2)現場実習を通して、職業人とし
ての責任感や倫理観を身に付けま
す。 
(3)地域の福祉活動に参加し、共生
社会について学びます。 

普通科 
(1)自分と他者を大切にして、個性
や長所を伸ばそうと努力する生徒
を募集します。 
(2)他者の人格や人権を尊重するこ
とができる生徒を募集します。 
(3)常に向上心を持って、何事にも
熱心に取り組むことができる生徒
を募集します。 
(4)夢や希望を持ち、将来の進路実
現に向けて前向きに取り組む生徒
を募集します。 
(5)ボランティア活動や地域防災な
ど自分の力を社会に役立てたい生
徒を募集します。 
 
福祉科 
(1)福祉・介護に関心があり、本校で
の学びを将来生かそうと考えてい
る生徒を募集します。 
(2)介護福祉士国家資格取得に意欲
的に挑戦しようとする生徒を募集
します。 

 

 (2) スクール・ポリシー具現化の柱 

  ア 思考力・判断力・表現力を伸ばし、主体的・対話的な学びを深めるとともに、課題解決に向け 

    て探究的に取り組む態度を育む。 

  イ 自立的な生活習慣を確立し、互いを認め合い尊重する豊かな心を育む。 

  ウ 社会の一員として貢献する自覚と高い志を持って、自らの進路を切り拓く力を育む。 

  エ 教育諸活動に係る生徒への支援体制の充実を図り、信頼される学校づくりに努める。 

  オ 「総合的な探究の時間」を柱として、外部との連携による学習機会の充実を図り、地域社会の

リーダーとして活躍する人材を育む。 

  カ 周囲との協調性を重視し、他者の人格や人権を尊重する豊かな人間性を備え、多様な他者と協

働して活躍する人材を育む。 

  キ 福祉・介護に関する知識及び技能を高め、持続可能な共生社会の担い手としての人材を育む。 

  ク 職員と家族のウェルビーイングを追求し、働きやすさと働きがいを両立する。 
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３ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

思考力・判断力・表現力を伸

ばし、主体的・対話的な学び

を深めるとともに、課題解

決に向けて探究的に取り組

む態度を育む 

 

(1)【授業改善】 

・「わかる」「できる」「自分

の学びが人の役に立つ実

感を持つ」を意識した授

業の実践 

・学び続ける教員 

・ICT機器の効果的活用 

・学びの基礎診断や模試の

結果の活用（適切な教育

目標の設定、既習事項の

確認等） 

 

 

 

 

 

 

 

・「ほめられたい」「努力が

報われた、頑張ってよか

ったと実感したい」とい

う生徒の気持ちを受け止

める授業の工夫と実践 

・授業で「何ができるよう

になったか」が実感でき

る工夫と実践 

・「指導のレベルに満足し

ていている」生徒 80％

以上 

・授業で ICT 機器を効果的

に活用する教員 85％以

上 

・生徒への適切な家庭学習

課題の指示 

・相互に教員が授業見学を

する 年２回以上 

・「授業の内容がわかる」と

答える生徒 80％以上 

・「学ぶ面白さを感じた」と

答える生徒 80％以上 

・学びの基礎診断や模試の

結果を学年・進路課で活

用し、生徒が自己調整力

を高めている 

教務課 

情報管理室 

研修課 

進路課 

学年部 

教科 

(2)【観点別学習評価】 

・観点別評価の実践と改善 

・成績処理システムの適切

な運用 

 

・教科内での共通理解の

下、適切な目標の設定と、

それに準拠した評価を行

っている 

・成績処理のミス０件 

教務課 

教科 

(3)【家庭学習の習慣化】 

・「学びの基礎診断」の結果

を踏まえた適切な学習課

題の提供 

・学習方法の丁寧なガイド 

・ICT機器の活用による自 

主学習習慣の確立 

 

 

 

 

 

 

 

・「授業以外の学習を週５

日以上行う」と答える生

徒  

45％以上 

・生徒が進路実現や自己目

標達成に向けて努力して

いる 

・「学習方法を自分なりに

身に付けている」と答え

る生徒 75％以上 

・「学習に ICT機器や学習ツ

ール（生成 AI、マナビジ

ョン、キャリアナビなど）

を活用している」と答え

る生徒 75％以上 

学年部 

進路課 

教務課 
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(4)【読書による学びの深

化、心の成長】 

・図書館利用の促進 

・学習センター・協働の場

としての図書館活用 

・「読書 MAP」の活用 

・「清流館の 200 冊（仮）」

の読書案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校図書館構想図の作成 

・図書館講座等各種ガイダ

ンスの開催（年６回） 

・月間無読者の割合 30％

以下 

・「読書 MAP」への読後感の

記入 年５冊以上 

・「読書が、人の気持ちを考

える、社会のことを知る、

知識を得るなどに有用で

あ る 」 と答 え る生 徒 

75％以上 

・「清流館の 200 冊（仮）」

をはじめ、自ら興味・関心

のある分野の本を読んだ

生徒 75％以上 

図書課 

学年部 

教科 

イ 

自立的な生活習慣を確立

し、互いを認め合い尊重す

る豊かな心を育む 

(1)【基本的生活習慣の徹

底】 

・校内での生徒・教職員 

のあいさつの励行 

・身だしなみ指導 

・SNS等の適切な使用に関 

 する継続的指導 

 

 

 

・職員も率先して挨拶す

る。 

・「進んで挨拶ができる」と

感じる生徒と教員の回答

差 10％以内 

・「正しい身だしなみ」と感

じる生徒と教員の回答差

30％以内 

・SNS の不適切使用による

生徒指導案件０件 

生徒課 

学年部 

(2)【特別活動の活用】 

学校行事、生徒会活動、ＨＲ

活動への積極的な取組と効

果的な運用及び思いやりの

心と協調性の育成 

 

 

・生徒による行事の企画・

運営 

・「委員会・係活動が充実し

ている」と答える生徒  

80％以上 

・縦の人間関係づくりにつ

ながる機会の活用 

生徒課 

学年部 

(3)【部活動の改善】 

持続可能な部活動新体制へ

の取組 

・「部活動が充実している」

と答える生徒 85％以上 

・県教育委員会の「部活動

改革の取組」に示された

部活動の在り方を実行

し、必要に応じて改善に

取り組む 

生徒課 

(4)【健康の保持及び増進】 

・薬学講座実施 年１回 

・健康教育講座 年１回 

・保健だより発行 10回以上 

 

 

・「生活リズムや食事など

健康を維持することを意

識している」と答える生

徒 80％以上 

・治療勧告に対する受診率

75％以上 

 

保健課 

学年部 
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(5)【環境整備】 

・廊下・教室の美化 

・施設をきれいに使うとい

う意識付け 

・ごみの分別 

・「廊下・教室の美化に取組

み、ごみの分別を行って

い る 」 と答 え る生 徒 

85％以上 

 

保健課 

学年部 

(6)【豊かな感性の醸成】 

・芸術鑑賞教室を活用した

豊かな感性や鑑賞態度の

育成 

・生徒満足度 80％以上 

・アンケートにより効果と

課題を職員間で共有する 
図書課 

ウ 

社会の一員として貢献する

自覚と高い志を持って、自

らの進路を切り拓く力を育

む 

(1) 地域や国の課題に関心

を持ち、解決のために

考え、行動できる基礎

力の育成  

・市選管による出前授業や模

擬投票等を通して、地域や

国の課題解決への意識を

高める 

地歴公民科 

(2) 企業、福祉施設、大学等

との連携によるキャリ

ア教育の充実と職業観

の育成 

 

 

・生徒向け進路ガイダンス

の内容を精選し、３回以

上実施  

・生徒･保護者･教員向け進

路講座の内容を精選し、

年３回以上実施 

進路課 

学年部 

福祉科 

(3) 修学旅行を通して、平

和への意識を高め、自

然や生活文化の違いを

知り、集団において適

切な行動をとる 

 

・「平和について意識が高

まった」「自然や生活文化

の違いへの理解が深まっ

た」「他者を思いやる行動

ができた」と答える生徒 

90％以上 

２年部 

(4) 高い目標を持たせる 

進路指導と進路目標の

実現 

・３年生進路目標の実現の

満足度 90％以上 

・「必要な進路情報を入手

するために自ら行動す

る」と答える生徒 80％

以上 

・適切な時期（タイミング）

での生徒及び保護者への

進路情報や進路行事情報

の提供 

・必要に応じた特別指導

（小論文、面接等）の充実 

・１・２年生対象の平日補

講により生徒の視野を広

げ、教養レベルを高める 

進路課 

学年部 

エ 

教育諸活動に係る生徒への

支援体制の充実を図り、信

頼される学校づくりに努め

る 

(1) 地域に信頼される学校

づくりに向けた取組の

充実 

 

 

 

 

・スクール・ミッション、ス

クール・ポリシーに基づ

く、教育活動の円滑な実

施 

・行事等の目的と学校経営

計画とのつながりを明確

にして職員間で共有する 

全職員 
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(2) 相談室を核とした特別

支援教育の充実 

 

 

 

 

・SC・SSWや外部専門機関と 

の連携が取れている 

・相談室情報連絡会議年７

回、特別支援委員会年５回 

・卒業後の生徒の自立につ

ながる支援の在り方研究 

相談室 

学年部 

(3)適正かつ効率的な予算

執行による教育環境の

整備 

・会計研修実施 年 1 回以

上 

・適正かつ効果的な予算配

分及び計画的な予算執行

が行われている 

事務室 

(4)学校危機管理体制の向

上及び防災意識の高揚 

・危機管理マニュアルの活用

促進  

・「校内防災訓練で防災意識

が高まった」と答える生徒 

80％以上 

・総合防災訓練や地域防災訓

練参加生徒 延べ300人以

上 

総務課 

(5)学校ホームページ、学校

公開、地域活動等による

清流館高校の魅力発信 

・PTA広報紙「清流館だより

（5月）」を発行し、魅力

を周知する 

・福祉科広報の充実 

・学校公開（年２回）参加者

の満足度 90％以上 

・学校ホームページの充実 

総務課 

研修課 

福祉科 

情報管理室 

オ 

「総合的な探究の時間」を

柱として、外部との連携に

よる学習機会の充実を図

り、地域社会のリーダーと

して活躍する人材を育む 

【行きたい学校・探究学習】 

(1)SP の時間を通した自己

探究・進路探究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・提案や行動につながる探

究学習を行う 

・探究学習を通して志望理

由書等の進路資料作成ス

キルを向上させている 

・「SPでの自分の取組を、自

己 PR や志望理由書作成

につなげることができ

た」と回答する生徒の割

合 50％以上 

・校内での中間発表会・探

究活動発表会を実施し、

生徒の学びの発信の機会

をつくる 

・年３回以上、校外での発

表会に参加するとともに

質の向上を図る 

・県教育委員会「行きたい

学校づくり探究推進事

業」の志榛地区拠点校と

して、コンソーシアムの

構築及び運営に取り組む 

 

教務課 

進路課 
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(2)企業、行政、大学等と連

携し、地域社会と協働し

た探究の推進 

 

・「焼津の魅力発信プロジ

ェクト」、「スマイルプロ

ジェクト」、キャリアデザ

イン講演会の実施 

・大学との連携による企画

を実施し、生徒の学びの

幅を広げる 

進路課 

カ 

周囲との協調性を重視し、

他者の人格や人権を尊重す

る豊かな人間性を備え、多

様な他者と協働して活躍す

る人材を育む 

(1)【いじめの根絶】 

・いじめ防止講座（生徒対 

象）の実施 

・いじめ防止研修（教員対 

象）の実施 

・いじめ防止対策基本方針 

に基づく取組の実施 

・情報モラルの指導 

・いじめアンケートの実施  

年２回 

 

・いじめによるトラブルの

事前防止 

・いじめ対応の確実な実施 

・情報モラル関連のトラブ

ルの減少 

・いじめ対策委員会の定期

開催 

 

 

生徒課 

相談室 

全職員 

(2)ＨＲ活動、特別活動、部

活動等を通じた異なる

他者を尊重する雰囲気

づくりの推進 

・「悩みを相談できる相手

が一人でもいる」と回答

する生徒 80％以上 

・年度当初の HR活動でエン

カウンターを実施 

・「学校生活が充実してい

る 」 と 回答 す る生 徒 

80％以上 

・「居心地が良いクラスであ

る」と回答する生徒 80％

以上 

生徒課 

学年部 

キ 

福祉・介護に関する知識及

び技能を高め、持続可能な

共生社会の担い手としての

人材を育む 

   

(1) 福祉教育の充実及び地

域と連携した人材育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の福祉への関心を高

め、自ら課題を発見し、改

善につながる提案ができ

る力を育成する 

・地域の高齢者施設・障害

者施設と連携しながら、

介護実習を実施する 

・介護実習及び介護技術コ

ンテスト等を通して、技

量や意識を高める 

・福祉科説明会の実施、福

祉科個別相談会の実施、

福祉科広報物の作成を通

して、中学生や地域に福

祉科教育への理解を図る 

福祉科 

(2)ボランティア活動、社会

貢献活動への積極的な

取組 

・ボランティア、社会貢献

活 動 に 参加 す る生 徒 

60％以上 生徒課 
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ク 

職員のウェルビーイングを

追求し、働きやすさと働き

がいを両立する 

(1) 休暇取得促進日の設定 

 

 

 

・休暇取得促進日に休暇を

取得できる職員の割合 

90％以上 

・夏季休暇取得率 100％ 

全職員 

(2) 定時退庁日、最終退庁

時間を意識した働き方

の改善 

 

・各分掌における業務につ

いて、優先順位や軽重を

再検討し、スリム化に取

組む 

全職員 

(3) 各種会議の効率的な運

営 

 

 

 

・効率的に業務を進め、時

間外労働時間を昨年度よ

り削減する 

・会議時間短縮のための工

夫の促進 

全職員 

(4) ワーク・ライフバラン

スの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

・県部活動ガイドライン改

定版に基づく持続可能な

部活動の実施を通して時

間外勤務時間の削減を図

る 

・業務の質と量、かける時

間について自ら妥当性を

考え、心身の健康を確保

し、ウェルビーイングな

学校の雰囲気を醸成する 

全職員 

(5) 教職員が信頼し合い、

長所を認めて学び合

い、互いに職業人とし

ての技量を一層高め

る。 

・自身の仕事に働きがいを

感じている職員の割合の

向上 

 
全職員 

(6)「学校環境改善を起点と

した組織力の向上及び

不祥事対策プロジェク

ト」への協力 

 

・職員ストレスチェックで

の状況改善への協力 

・年２回のアンケート調査

への回答と分析に対する

打ち手の実施 

全職員 

 


